
　大学院理学研究科は、12月15日（日）、名古屋市科学館に
おいて、第12回坂田・早川記念レクチャーを開催しました。
　このレクチャーは、故坂田昌一、早川幸男両教授の業績
を称えつつ、21世紀を担う研究者の発掘及び育成を目的と
して開催しています。第12回となる今回は、日本を代表す
る宇宙物理学者であり、従来の物理学の範疇を超えた幅

広い分野の著作でも知られる京都大学名誉教授でもある
佐藤文隆甲南大学特別客員教授を記念講師に招いて講演会
を行いました。当日は高校生からシニア層まで216名の一
般の方及び30名ほどの物理学教室のメンバーが参加しまし
た。
　まず、はじめに、篠原理学研究科長から記念メダルの授
与の後、「アインシュタインに見る20世紀の物理学」と題
した話がありました。
　佐藤特別客員教授は、二十世紀の科学の流れを、「科学
革命」「力強い科学」「宇宙ロマン」「ハイテクの父」とい
うアインシュタインの4つの顔と、後半生で貫いた「量子
力学への反対」という態度を軸にしながら解説され、早川
教授との思い出を紹介しました。講演会後には、参加者か
らの質問に答える「質問コーナー」もあり、高度な質問に
ユーモアを交えつつ回答しました。
　物理学教室の研究室紹介ブースも設置され、一般の参加
者と物理教室のメンバーが活発に議論する場面が所々で見
られました。

　大学院経済学研究科附属国際経済政策研究センターは、
11月29日（金）、日本経済新聞社名古屋支社会議室におい
て、経済学部同窓会である社団法人キタン会と共催で第18
回名古屋ビジネスセミナーを開催しました。
　同センターは、大学院経済学研究科と緊密に協力しつ
つ、領域横断型の研究を開拓し、その成果を内外の大学、

研究機関をはじめ広く社会に還元することを任務としてお
り、同セミナーは、その一環で、地域に開かれた研究活動
を推進することを目的として開催しています。
　まず、佐藤宣之同センター教授の司会のもと、木村彰吾
同研究科長による開会あいさつに続いて、政治ジャーナリ
ストの泉　宏氏より「『アベノミクス政権』の光と影」と
題した講演が行われました。泉氏は、田中角栄首相のいわ
ゆる番記者として政治記者としてのキャリアをスタート
し、以来永田町、霞が関の定点観測は41年余に及んでいま
す。講演では、安倍政権及びそれを取り巻く与野党の状況
を踏まえた上で、今秋の臨時国会、年明けの通常国会のス
ケジュール、今後の内閣改造人事といった「政局」問題と、
TPP、消費増税、補正予算編成といった「政策」問題とが
相互に影響を与えつつ進行する様子について、2020年開催
予定の東京オリンピックまでも視野に入れて分かり易く説
明がありました。参加者は終始熱心に聞き入り、アンケー
トにおいても「政治の裏側が良く判り、今後の見通しを理
解することができた」「経済政策をも動かしかねない政治
日程を頭に置くことの大切さを理解できた」等、極めて反
響の高い講演となりました。
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講演する佐藤氏

講演する泉氏（右）
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